
８月　平和公園野球場がリニューアル
平和公園野球場の電光掲示板や観客席など
の改修工事が終了し、記念式典や県内の高
校球児による親善試合が行われました。

■
７
月
■

２
日
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」出
発
式

６
日

平
成
30
年
度
鹿
屋
市
優
良
工 

事
等
表
彰
式

夏
季
観
光
施
設
開
設
式

８
日

神
野
鮎
つ
か
み
獲
り
大
会

10
日
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
」被
災
地
の
広
島

　

県
江
田
島
市
へ
給
水
車
派
遣（
〜
20
日
）

12
日

第
22
回
串
良
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

14
日

平
成
30
年
度
国
民
体
育
大
会
第
38
回
九
州

　

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
ボ
ー
ト
競
技（
〜
15
日
）

15
日

第
35
回
肝
属
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

か
の
や
マ
リ
ン
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８

外
国
人
に
よ
る
日
本
語
弁
論
大
会
in
鹿
屋

ユ
ク
サ
お
お
す
み
海
の
学
校
開
校
記
念
イ
ベ
ン
ト

19
日

株
式
会
社
デ
ィ
ー
エ
イ
チ
シ
ー
と
包
括
連

　

携
協
定
を
締
結

21
日

荒
瀬
ダ
ム
通
水
式

く
し
ら
夏
祭
り

23
日

タ
イ
王
国
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　

チ
ー
ム
が
事
前
キ
ャ
ン
プ（
〜
８
月
２
日
）

第
１
回
か
の
や
型
ス
マ
ー
ト
農
業
研
究
会

25
日

星
塚
敬
愛
園「
第
40
回
夏
祭
り
納
涼
大
会
」

28
日

鹿
屋
航
空
基
地
史
料
館
25
周
年
記
念
式
典

「
空
が
つ
な
ぐ
ま
ち
・
ひ
と
づ
く
り
推
進
協

　

議
会
」を
設
立

29
日

霧 

島
ヶ
丘
公
園
に「
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

パ
ー
ク
」が
オ
ー
プ
ン

肝
属
支
部
消
防
操
法
大
会

■
８
月
■

１
日

株
式
会
社
お
お
す
み
観
光
未
来
会
議
が
設
立

２
日

美
里
吾
平
新
米
イ
ク
ヒ
カ
リ
出
発
式

４
日

平
和
公
園
野
球
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
イ
ベ
ン

　

ト（
〜
５
日
）

か
の
や
夏
祭
り 

本
祭（
26
日
：
納
涼
花
火
大
会
）

５
日

高
須
祇
園
祭

美
里
あ
い
ら
夏
祭
り

11
日
「
鹿
屋
市
登
山
ガ
イ
ド
」を
初
め
て
認
定

輝キ

☆
Ｈホ

ク

Ｏ
Ｋ
Ｕ
楽ら

ら楽
フ
ェ
ス
in
う
わ
ば

15
日

第
23
回
終
戦
記
念
日
の
集
い

16
日

鹿
屋
市
合
同
面
談
会

23
日

夏
休
み
農
業
体
験
ツ
ア
ー

24
日

鹿
屋
市
高
校
生
議
会

25
日

平 

成
30
年
度
国
民
体
育
大
会
第
38
回
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
女
子（
〜
26
日
）

28
日

第
１
回
鹿
屋
市
総
合
計
画
審
議
会

29
日

か 

の
や
未
来
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

〜
平
和
の
花
束
２
０
１
８
〜

30
日

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

31
日

鹿
屋
市
漁
業
協
同
組
合
青
年
部
が「
内
閣
総

　

理
大
臣
賞
」を
受
賞

■
９
月
■

１
日

第 

42
回
九
州
管
内
系
統
和
牛
枝
肉
共
励
会
で
新
地
正

清
さ
ん
の
枝
肉
が「
農
林
水
産
大
臣
賞
」を
受
賞

８
日

第
49
回
鹿
屋
市
文
化
祭（
〜
９
日
）

第
１
回
輝
北
サ
ン
セ
ッ
ト
ト
レ
イ
ル

９
日

ま
る
ご
と
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
２
０
１
８

13
日

鹿
屋
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会

15
日

肝
属
地
区
肉
用
牛
振
興
大
会

16
日

鹿
屋
市
秋
の
健
康
ま
つ
り
２
０
１
８

鹿
屋
市
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発
講
演
会

18
日

一い
っ
と
く得
！
高
齢
者
ね
ん
り
ん
生い

き
活い

き
週
間（
〜
21
日
）

21
日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
発
式

22
日

鹿
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

第
22
回
笠
之
原
十
五
夜
大
綱
引
大
祭

24
日

か
の
や
明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
事
業

　

講
演
会
・
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

26
日

舞
台
劇「
め
ぐ
み
へ
の
誓
い
ー
奪
還
ー
」上
演

28
日

く
る
り
ん
バ
ス
に
小
型
低
床
車
両
を
導
入

29
日

県 

畜
産
共
進
会
で
市
出
品
牛
が「
農
林
水
産

大
臣
賞
」を
受
賞

30
日

台
風
24
号
が
大
隅
半
島
に
接
近

■
10
月
■

１
日

介
護
保
険
関
係
業
務
の
一
部
を
民
間
委
託

８
日

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
か
の
や

９
日

吾
平
地
域
で
ド
ラ
イ
ブ
サ
ロ
ン
事
業
開
始

11
日

全
国
地
域
安
全
運
動
出
発
式

13
日

西
原
台
小
学
校
40
周
年
記
念
式
典

桜 

ヶ
丘
子
育
て
支
援
住
宅「
ハ
グ
・
テ
ラ
ス
」

が「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」を
受
賞

旧
海
軍
航
空
隊
串
良
基
地
出
撃
戦
没
者
追
悼
式

14
日

第
９
回
か
の
や
産
業
フ
ェ
ス
タ

カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ（
21
日
も
開
催
）

市
鉄
道
記
念
館
開
館
30
周
年
記
念
事
業

16
日

鹿
屋
市
議
会
報
告
会（
〜
17
日
）

20
日

２
０
１
８
鹿
屋
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

大 

河
ド
ラ
マ「
西
郷
ど
ん
」
キ
ャ
ス
ト
ト
ー

ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

21
日

鹿
屋
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

22
日

第 

４
回
鹿
屋
市
障
が
い
者
絵
画
作
品
コ
ン

ク
ー
ルA

ア
ク
ト

ct

展（
〜
28
日
）

23
日

日 

本
福
祉
用
具
供
給
協
会
と「
災
害
時
に
お

け
る
福
祉
用
具
等
物
資
の
供
給
等
に
関 

す
る
協
定
」を
締
結

24
日

第
69
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

　

家
畜
審
査
競
技
会

第
36
回
鹿
屋
市
合
同
金
婚
式

28
日

第
１
０
９
回
美
里
あ
い
ら
敬
老
会

高
須
で
潮
干
狩
り
大
会

■
11
月
■

１
日

県 

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
で
県
酪
農
協
同

組
合
大
隅
支
所
が
８
年
連
続
団
体
優
勝

３
日

第
47
回
串
良
町
文
化
祭（
〜
８
日
）

第
42
回
美
里
あ
い
ら
文
化
祭（
〜
４
日
）

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
８
秋（
〜
25
日
）

８
日

鳴
之
尾
牧
場
秋
の
入
牧

９
日

平
成
30
年
度
鹿
屋
市
表
彰
式

11
日

星
の
ふ
る
さ
と
輝
北
ま
つ
り
２
０
１
８

第
41
回
美
里
あ
い
ら
農
業
祭

第
40
回
鹿
屋
市
秋
ま
つ
り
歩
行
者
天
国

14
日

さ 

つ
ま
い
も
で
ん
粉
と
グ
リ
ー
ン
パ
パ
イ

ヤ
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
開
発
コ
ン
テ
ス
ト

18
日

小
学
校
区
対
抗「
か
の
や
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
駅
伝
大
会
」

19
日

鹿
屋
市
地
域
定
着
企
業
表
彰

20
日

平
成
30
年
度
鹿
屋
市
戦
没
者
追
悼
式

21
日

株 

式
会
社
オ
ア
シ
ス
ス
タ
イ
ル
ウ
ェ
ア
が 

「
か
の
や
カ
ン
パ
チ
ロ
ウ
」
に「
ワ
ー
ク

ウ
ェ
ア
ス
ー
ツ
」を
贈
呈

23
日

第
43
回
く
し
ら
黒
土
祭
り

第
42
回
鹿
屋
市
農
業
ま
つ
り

24
日

第 

18
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
サ
イ
ク
リ

ン
グ
大
会（
〜
25
日
）

25
日

吾
平
山
陵
の
四
季
を
楽
し
む
お
茶
会

■
12
月
■

２
日

ヒ
カ
リ
バ
シ
Ｈホ

ウ

エ

イ

Ｏ
Ｕ
Ｅ
Ｉ
点
灯
式
１ワ
ン
デ
ー

Day

イ
ベ
ン
ト

か 

の
や
明
治
維
新
１
５
０
周
年
記
念
事
業

創
作
市
民
歌
舞
劇「
西
郷
ど
ん
と
大
久
保

ど
ん
」公
演

８
日

鹿
屋
市
人
権
問
題
講
演
会
・
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ

　　　　　2018年を振り返る  

８月　株式会社おおすみ観光未来会議が
　　　設立
大隅地域の観光の一元的なプロモーション
や商品造成支援などの役割が期待されます。

７月　タイ王国女子バレーボールナショ
　　　ナルチームが市内で事前キャンプ
ホストタウン・鹿屋市で、東京五輪に向けた
事前キャンプや市民との交流が行われました。

７月　「ユクサおおすみ海の学校」が　
　　　グランドオープン
菅原小学校跡を活用した体験型宿泊施設に、
県内外から注目が集まっています。

６月　鹿屋小学校創立 150 周年記念式典
同校が明治初めの創立から 150 年を迎えた
ことから、記念式典や講演会、記念行事が
開催され、節目の年に華を添えました。

12 月　創作市民歌舞劇　　　　　　　
　　　  「西郷どんと大久保どん」公演
明治維新 150 周年記念事業として、公募によ
る市民などが演じる歌舞劇が公演されました。

10 月　吾平でドライブサロンが始まる
買い物などへの交通手段や生きがいづくり
の場を提供する「生きがいづくり型ドライ
ブサロン事業」が、吾平地域で始まりました。

９月　まるごとキッズフェス 2018
リナシティかのやの全館を使った子ども向
けのイベントで、多くの家族連れが、リナ
シティで楽しい１日を過ごしました。

９月　輝北サンセットトレイルを初開催
輝北うわば公園周辺の起伏を生かした「ト
レイルランニング」の大会に県内外から多
くの人が参加し、輝北の地を疾走しました。

11 月　鹿屋中央高校生が取り組んだ　
　　　  レシピ開発コンテスト
さつまいもでん粉とグリーンパパイヤを
使った発想豊かなレシピが提案されました。

９月　新
しん ち

地正
まさきよ

清さんの枝肉が　　　　　
　　　「農林水産大臣賞」を受賞
「第 42回九州管内系統和牛枝肉共励会」で
２回目の受賞となる快挙を達成されました。

５月　かのやハーブフェスティバル2018
霧島ヶ丘公園で「全国ハーブサミット」と
同時開催され、ハーブの香りに包まれた会
場に多くの愛好家が集まりました。
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